
胆振東部消防組合からのお知らせ
４月１日㈬から共同指令センターの運用を開始します

　東胆振管内の３消防本部（苫小牧市消防本部、白老町消防本部、胆振東部消防組合消防本部）
は、４月１日㈬から119番通報などを苫小牧市にある共同指令センターで一括して受ける消防指
令業務の共同運用を開始します。
　開始に先立ち、試験運用として２月18日㈬（携帯電話からの通報は２月19日㈭）より、共同
指令センターで119番通報を受け付けますが、通報方法への影響はありません。

①傷病者が情報の閲覧に　　②マイナンバーカード　　 ③救急隊員が医療　　 ④より適切な処置や
　同意する　　　　　　　　　を読み取る　　　　　 　　情報を閲覧する　　　 搬送先医療機関の
　　　　　　　　　　　　　※暗証番号の入力は不要　　　　　　　　　　　　　  選定につながる

■いざという時は落ち着いて通報を
　119番通報のかけ方はこれまでと変わりませんが、苫小牧市で１市４町からの通報を受けるこ
ととなるため、必ず「安平町早来大町○番地」「安平町追分本町１丁目○番地」など、市町村名を
含めた住所を伝えてください。早期に場所を特定するためにご協力をお願いします。

■火災案内サービスが設置されます
　胆振東部３町の火災出動情報を電話の音声ガイダンスで案内する「火災案内サービス」を設置
します。サービスの開始は２月中旬の予定です。
　火災案内サービス　☎050-5846-2354

「マイナ救急」マイナ保険証を活用した救急業務を開始しています
　マイナ救急とは、傷病者のマイナ保険証（健康保険証利用登録をしたマイナンバーカード）を
読み取ることで、医療情報を救急隊員が閲覧、共有し、より適切な処置を受けるために活用され
る制度です。

■マイナ救急の流れについて
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